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研究成果の概要（和文）：　先進国における主観的食生活の質（食QoL）は充足されていない。この問題に対して、心
理測定法による心理概念の定量化と多変量解析を組み合わせたアプローチによって解決を試み、国民の食QoL向上に貢
献することを目的とした。
　信頼性が認められた質問票を用い理想と現実の食事特性の乖離を定量化した。その後、乖離がどの様に食QoLと関係
するかを定量的にモデル化した。更に食生活を含むQoLの向上につながる東日本大震災後の心理的適応モデル、外食メ
ニューロイヤリティモデル、及び料理認知モデル、外食店の改装前後の外観評価、温泉のブランド力評価などのテーマ
に応用範囲をひろげ、国際学会や学術誌を通し普及につとめている。

研究成果の概要（英文）：　The subjective quality of life regarding food (Food QoL) is not met in 
developed countries. In the current project, the combination of psychometric measurements and 
multivariate analyses were devised to gain insights to improve Food QoL among Japanese.
 The first phase of the current project started in 2011 when psychometric properties of the 
questionnaires were examined. Using the questionnaires in conjunction with multivariate analyses made it 
possible to probe the discrepancy between desirable meals and actual consumed ones. Then, the association 
among the desirable and actual meal properties, and Food QoL were quantitatively modeled. Further, the 
devised methods were applied to model QoL including food life after the 2011 Tohoku Earthquake and 
Tsunami, to model consumers’ loyalty to a restaurant menu, to model conceptualization of cooking, to 
evaluate the appearance of a restaurant before and after renovation, and to model consumers’evaluation 
of hot spring locations.

研究分野：食生活学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
先進国の食生活は、質・量ともに客観的指標
では満たされている。しかし、物理的な食生活の
充実は、かならずしも主観的な食生活の質（食
QoL）の充足につながるとは限らない。真に満た
された食生活を送るためには、われわれが実際
に感じている食生活、すなわち、食 QoL を向上
させることが必要である。従来、食生活の充実を
定量化するために、食料供給量・栄養摂取量な
どの客観的指標が使用されてきたが、これらの
指標には主観的な食生活の豊かさが反映され
ていないことが報告されている①。これは、客観
的状況が同等であっても当事者の感じ方は多
様であるため、生活の質の評価は一定ではない
ことが理由だと考えられる。実際、医学や心理学
などの臨床分野では客観的に生活の質をはか
ることは著しく妥当性を欠くとの批判があり、当事
者の実感をもとにした主観的な指標がはかられ
ている。反して、我が国の食生活研究において
は、主観的指標は軽視されている。人の感覚は
当てにならないものとみなされ、機器計測に代
表される客観的評価が優位となっている。主観
的 評 価 の 測 定 に 用 い る 心 理 統 計 学
（Psychometrics）に対する認知度も低く、恣意的
なアンケート調査と混同されがちである。一方、
欧米では科学的な手続きに基づいた質問紙法
が、主観的QoLをはかる心理統計学的手法とし
て認められており、病人や老人の生活の質の向
上をはかる指標として広く活用されている②。さら
に、知的財産としての価値も制度的に保護され
ている。申請者も米国において、末期肺がん患
者、鬱病患者、躁鬱病患者の QoL 研究にたず
さわり、主観的指標が客観的指標よりも患者たち
のQoL の実情を反映していることを痛感した。 
このように、わが国においては、科学的に
主観を測定する研究が、欧米に比べてはるか
に遅れをとっている。特に食生活科学の分野
においては、その傾向が顕著である。この遅
れは、食 QoL ひいては QoL 全般を向上させ
るための大きな潜在的障壁となっている。こ
の問題を解決するために、本研究では、心理
統計学的な根拠に基づいた主観的評価の測
定法を食生活研究に導入し、食 QoLの定量化、
及び解析に適用する。 
 
（１）理論的背景 
①主観的食生活の質の定義 
このためには、まず、食 QoL の定義をしなけ
ればならない。生活全般に関する先行研究に拠
れば、生活満足度の高さは主観的 QoL の高さ
を反映する②。そこで、本研究では、この定義を
食生活に適用する。具体的には、食生活満足
度目的変数とした心理統計学的計測によって、
食 QoL を計測するための心理測定法の構築を
試みる。 
 

② 自 己 乖 離 理 論 （ Self Discrepancy 
Theory）の適用 

 食 QoL を計測し定量化する一方で、その原因
となる要因を探索することも重要である。このた
めに、自己乖離理論に着目する。これは、
Higgins③によって提唱された理論で、理想と現
実の乖離が主観的生活の質と深く関わることを
示すものである。主に臨床・産業・組織・社会心
理分野で応用され、例えば思春期から青年期に
かけての自己像に関する乖離が主観的不安に
及ぼす影響等が明らかにされている。本研究で
は自己乖離理論の食生活研究への適用可能性
を精査する。さらに、これが示された場合、どの
ように食生活構成要素④における理想（食品選
択動機）と現実（食品消費）の乖離が食生活の
質に関わるのかを解明し、食 QoL を向上するた
めの戦略を導出することを目的とした。 
 
③食事種効果（Meals Effecｔs）の検証 
一言に理想と現実の食生活といっても、朝食・
昼食・夕食では実際に摂られている食品の特性
や求められている食品の特性が各食事によって
異なることが、Rappoport et al.⑤により食事種効
果(Meals Effects)として報告されている。 
本課題に先駆けて実施したパイロット研究で
も、理想の食事と現実の食事において非対称性
が認められた。例えば、健康度要素や向精神性
については、理想と現実の差が朝食と昼食で著
しく大きく、また全食事種で自然素材性が満たさ
れていなかった。一方、簡便性には全食事種で
理想と現実の大きな乖離は起こっていなかった。
このような理想領域と現実領域の非対称性は、
現代の日本人が、スローフードを志向しつつもフ
ァーストフードに頼らざるを得ず、食生活の質を
充足できていないという現実を浮き彫りにしてい
る可能性を示唆している。このような観察から仮
説の体系を導き、構造方程式モデリングにより検
証するというアプローチは有用である。 
 
２．研究の目的 
上記の理論的背景とパイロット研究の成果を
踏まえ、本研究では、自己乖離理論と食事効果
に基づいて、主観的な食生活の質がどのような
要因によってもたらされるかを解明する。まず、こ
のために、食生活における理想と現実の乖離、
食事効果と食生活の質の関係性を計ることので
きる質問紙法を確立する。さらに、人口統計学
的要因や性格的要因などの影響も考慮し、食生
活の質を描出する構造方程式モデル(SEM)を構
築する。得られたモデルの妥当性を検証し、主
観的食生活を構成する諸要因の関連性を解明
する。この結果に基づき、国民の食生活におけ
る主観的な質を高めるための指針を提案するこ
とを目的とした。 
 
３．研究の方法 
本研究では、まず各食事の食品特性におけ
る理想と現実との乖離(Meals Discrepancy)と主
観的食 QoL を測定する質問票の精度を検証し
実用化した。次に、これらの概念間の関係性を



探索的に解析し、この結果から得られたデータ
を基に仮説モデルを構築し、構造方程式モデル
を用いて妥当性を検証した。この一連の解析に
より構築された認知構造モデルに基づき、主観
的食 QoL の向上をもたらす戦略的な指針を提
案している。具体的には、1) 食事特性と主観的
食生活の質概念の選定・質問紙作成、2) インタ
ーネットサンプルによる質問票調査、3) 食事特
性と meals discrepancy の関係性の解析、4) 質
問紙を用いた構造方程式モデル化、5）構築さ
れたモデルをもとにしたスケールの実用化・派生
研究・応用研究を計画、実行した。 
 
（１）食事特性と主観的食生活の質概念の選
定・質問紙作成 

 まず、自己乖離理論③と食事効果⑤を基に、
Steptoe & Pollard④の考案した食選択質問紙
(FCQ)を改変して、各食の理想・あるべき・現実
の食事特性を測定するための質問紙を作成す
る。主観的食生活の質については、先行研究②、
③を基に、食生活満足度を測定する質問紙を修
正・作成した。   
                  
（２）インターネットサンプルによる質問票調査 
本研究においては、国民全体の食生活動向
を把握することが重要であったため、広範かつ
偏りの少ないサンプルから知見を得るために、
主にインターネット調査により質問紙データを収
集した。一つの質問票には複数の尺度が含まれ
るが、それぞれの尺度内の信頼性については、
Domain Sampling 理論⑥に基づいて、クロンバッ
クの係数、項目全体相関、因子分析を用いて
検証を行い精度が高いことを確認した。 
 
（３）食事特性と meals discrepancy の関係性
の解析 

 主として、MANOVA と Posthoc analyses によっ
て食事特性と Meals Discrepancy の関係性を描
出する。これは後述の図１で表現されている分
析である。この結果は、後の構造方程式モデル
検証用の仮説としても用いた。 
 
（４）質問紙を用いた構造方程式モデル化 
先行研究とパイロット研究によって予測された
Meals Discrepancy と食QoLの関係を仮説として、
構造方程式モデルを用いた検証を行った。構造
方程式モデルは様々な統計手法を同時に用い
て変数間の関係のデータと仮説の差を量的に
検証する分析法である。この分析方法自体は複
雑であるが、変数間の関係性を、矢印で示され
るダイアグラムとして、後述の図２～図５の様に
平易な結果としてアウトプットすることができる 
 
（５）構築されたモデルを基にしたスケールの
実用化・派生研究・応用研究への展開 

 本研究において構築されるモデルは食生活全
般に関するものであるが、この成果を基にして、
外食産業や東日本大震災後の食生活を含む
QoL を、より広範な側面への適用を実現した。 
 
４．研究成果 
 平成 23 年度の成果として、研究に用いる
質問票の信頼性が確認された。その質問票を
用いることで、上記のパイロット研究の精度
を高めることが可能になった。得られた結果
によると、日本人の理想とする食生活と現実
の食生活にはギャップが見られることが分
かった（図１）。しかし、そのギャップは夕
食では小さくなることから、日本人は夕食を
重要視しギャップを小さくしようとする駆
動力が働いていることが推察される雑誌論文③。 
 

 
図 1 理想と現実の食事特性の差 
Note.尺度は 1点から 5点の 5段階評価 
 
 
 平成 24 年度は理想がどの様に実際の食生
活に関係し、どの様に食 QoLに反映されるか
を朝食と夕食にてパスモデルを構築し理想
と現実の一致が必ずしも朝食においても夕
食においても、食 QoLの向上につながる訳で
はないことが分かった（図２）。具体的には、
インスタント食品などの簡便な食事に対す
る欲求は高いが、実際に簡便な食事を摂ると
食生活に対する満足度は低くなる学会発表⑧。こ
の様に、一般的に良い食事とみなされている
食品特性が満たされている場合にのみ食生
活満足度が向上することが示唆された。さら
に、本手法を東日本大震災後の心理的適応過
程のモデル化に応用し、震災後の状況をネガ
ティブにとらえることを軽減することが、精
神疾患の度合を減らし食生活を含む QoL の
向上につながることを明らかにした（図３）
雑誌論文②,学会発表⑪。状況認知の仕方はトレーニン
グ等により変化させることが出来る後天的
能力であるため、身体的な避難訓練だけでは
なく、災害後にどの様な状況やどの様な精神
的状態になるのかと言った認知的な災害準
備の重要性が示唆される。 



図２．食生活 QoL モデル 
Note.尺度は 1 点から 5 点の 5 段階評価；係
数は標準化係数を表す 
 

図３ 東日本大震災後の心理的適応モデル 
Note.係数は標準化係数を表す 
 
平成 25 年度は、前年度に構築されて震災
後に心理的適応モデルに基づき、震災 3ヶ月
後の食生活などの生活基盤が回復されてい
ない場合は、1 年後の PTS の予後の悪さを予
測することを解明した学会発表⑨。この報告の重
要性が高く評価されアメリカ心理学会にお
いて優秀発表賞を受賞した。震災約２年前と
震災約1年後でも消費者の理想と現実の食事
に有意な変化は見られないことが分かった。
つまり図 1 の状況と変わりはない。しかし、
震災直後に全く食認知に関する変化が生じ
なかったとは考えづらい。これから起こり得
る大規模災害後の食インフラ対策を備える
ために、震災後のどの時点で食に対する意識
が震災前の状態に回復したかを解明する必
要性がある。更に、これまでに確立した手法
を外食産業における消費者生活の質の検証
のために派生研究を行い、商品やサービス、
雰囲気などの外食店の直接的な評価が精神
的な報酬効果や理性的な知覚価値と言った
総合的な評価に結び付いて初めて消費者の
ロイヤルティに関与することを明らかにし
た。この結果モデルを査読付き国際学会にて
報告した（図４）雑誌論文⑥,学会発表⑩。 

 

図４ 外食消費者における消費者ロイヤル
ティモデル 
Note.尺度は 1 点から 5 点の 5 段階評価；係
数は標準化係数を表す 
 
平成 26 年度にはメニューと言う微視的な
レベルにおいて応用した結果、同様に報酬効
果が高く飽きが来ない食事でないと外食に
おける食生活満足度に貢献しないことが示
唆された学会発表⑦。更に、食生活自体にとどま
らず、外食店の改装前（Pre）後（Post）の
外観評価のパスモデルの構築（図５）雑誌論文⑤,
学会発表⑤に応用を拡げた。モデルによると、外
観より喚起される報酬効果や理想とのマッ
チングの高さをとおして、外食店舗の評価が
来店意図とつながることが明らかになった。
また、料理の認知の因子分析（図６）学会発表⑥

など食生活周辺の研究に応用を広め、主料理
工程とは食材を混ぜ合わせること、漬けるこ
と加熱すること、形を変えること、味つけを
することを指すことが分かった。食材を保存
すること、獲得すること、アレンジすること
などは副次的工程とみなされている。その他
のインスタント食品などは、調理とはみなさ
れていないことが分かった。これらの二研究
を査読付きの国際学会であるSenseAsiaにお
いて発表した。これらの一連発表が海外の研
究者の関心を引き、米国のボール州立大学と
本手法を応用した新たな国際的な温泉マー
ケティング共同研究の打診を受け、新たな研
究テーマへの応用が始まり国際学会での発
表が決定している学会発表④。また、本科研費プ
ロジェクトを通して確立してきた手法をオ
ペレーションズリサーチ誌上にて報告し、普
及につとめている雑誌論文①。平成 27 年度にも
派生研究の国際学会発表や査読付きの議事
録の収録が確定している雑誌論文④,学会発表①,②,③。  
 

図５ 外食店の改装前後の外観評価モデル 



Note.尺度は 1 点から 5 点の 5 段階評価；係
数は標準化係数を表す 
 

図６ 調理認知モデル 
Note.尺度は 1 点から 5 点の 5 段階評価；係
数は標準化係数を表す；因子名下部の数値は
平均値と標準偏差を表す 
 
 
この様に、当初の予定よりはるかに多くの
派生プロジェクトが生まれ、進行中である。 
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